
集団移転促進協議会整備事業 
【事業概要】集団移転者が移転先団地で住みよい暮らしを実現するため、平成２４年１１月から合意形成を図る
ための協議会（市内に５つ）を立ち上げ話し合いを行っている。 
  これまでの経緯 平成２５年度の事業内容 平成２６年度以降の進捗 

取組 
項目 

◆協議会の立ち上げ 
◆ワークショップ、意見交換会、
アンケート調査の実施による移
転者の意向把握 
◆土地利用計画（公園、集会
所の位置や災害公営住宅エリ
ア、集団移転エリアの設定な
ど）の検討 

◆まちづくりルール（地区計画）
の策定 
◆画地決めルールの検討と画
地決め 
◆コミュニティ形成促進事業（団
地内及び周辺住民との交流イベ
ントなど）の実施 
◆住宅団地視察、各種勉強会
の実施 
◆まちの名称（字名、住居表示）
の検討 

◆行政区、地区センターの区割り
の検討 
◆新しい自治組織の検討（編成の
形態、形成時期など） 
◆各行政委員の選任 
◆街並みや公共施設の維持管理
手法の検討 
 

特記
事項 

◆協議会ごとに広報紙を発行
し、移転者への情報提供と情
報の共有を図っている。 
◆状況に応じてまたはテーマご
とに説明会を実施し周知を図っ
ている。 
◆関係支援団体との連携によ
り情報の浸透を図っている。 

◆地域の特徴に合ったまちづく
りの実現のため、市と移転者で
意見交換を重ねてきている。 
◆協議会運営支援の一部を業
務委託することにより、マンパ
ワー不足を補い、専門知識やノ
ウハウを活かした協議会運営を
図っている。 

◆コミュニティ形成（災害公営住宅
希望者とのコミュニティ形成、協議
会組織から新しい自治組織への
移行、従来の地域との融合など）
が円滑に図れるかが課題。 

進捗
状況 



集団移転にかかるまちづくりの状況 

平成 25年 10月 31日現在 

移転先名 東矢本駅北団地 矢本西団地 牛網団地 野蒜北部丘陵団地 室浜・大浜・月浜団地 

協議会名 東矢本駅北地区まちづ

くり整備協議会 

矢本西地区まちづくり

整備協議会 

牛網地区まちづくり整

備協議会 

野蒜地区復興協議会 

（高台移転部会） 

宮戸まちづくり協議

会 

設立日 平成 24年 11月 21日 平成 24年 12月 19日 平成 24年 12月 20日 平成 24年 11月 25日 平成 25年 6月 11日 

代表者 会長 小 野 竹 一 会長 大 野 哲 朗 会長 後 藤 政 夫 
会長 成 澤 孝 一 

（高台移転部会長 和 泉 勝 夫） 
会長 佐 藤 康 男 

設立までの経

過等 

H24.6.8 から集団移転

の大半を占める大曲浜

地区民が月一回のペー

スで懇談会を開催して

きた。H24.10.18 に準

備会発足のための懇談

会を開催。H24.11.4・9

に 準 備 会 を 重 ね 、

H24.11.21 に設立総会

を開催した。 

H24.11.6 立沼地区から

矢本西団地へ集団移転

する移転者を対象とし

た 懇 談 会 を 開 催 。

H24.11.16 準備会発足

の た め の 懇 談 会 、

H24.12.4 準備会を経

て、H24.12.19に設立総

会を開催した。 

H24.10.6、11.14 小野

地域まちづくり協議会

の牛網浜市地区協議会

役員との協議を実施。

この意向を踏まえ、

H24.11.28 に準備会発

足のための懇談会、

H24.12.5 準備会を経

て、H24.12.20 に設立

総会を開催した。 

野蒜まちづくり協議

会の復興部会が野蒜

地区の復興を協議し

てきたが、この部会を

発展的に野蒜地区復

興協議会として発足

することとなった。

H24.11.15野蒜まちづ

くり協議会役員会で

の 協 議 を 経 て 、

H24.11.25に設立総会

を開催した。 

H24.2.20 から、宮戸

地区復興まちづくり

委員会の開催や各浜

単位での話し合いを

実施し、宮戸地区の復

興について協議・検討

してきた。 

H25.6.11 に、組織体

制・委員構成を新た

に、宮戸地区の復興を

より推進するために、

宮戸まちづくり協議

会を設立した。 

状況 

 

画地決定手順について

は、ブロック選定を経

て画地を選定する手順

となった。 

現在、所属ブロックが

確定し、各々の区画を

決定する手順に移る。

H25.11.23（土）・24（日）

に区画決定会を開催す

る予定。 

街並みルール、コミュ

ニティに配慮した災害

公営住宅への入居方法

についても協議中。 

H25.10.30（水）に家づ

くり勉強会を開催、

H25.11.15（金）には、

まちづくり勉強会を予

定している。 

画地については、選

択・抽選方式で決める

ことになり、 

H25.6.15 に並び画地申

込世帯・二世帯住宅建

設世帯の一部につい

て、先行して入居希望

画地抽選会を実施し、

それ以外の世帯につい

ては、H25.7.13 の抽選

会で画地が決定した。 

まちづくりルールにつ

いては、H25.8.11（日）

開催の全体会で承認さ

れた。 

今後は、住み始めてか

らの自治組織などにつ

いて詰めていく予定。 

H25.3.24の抽選会をも

って移転希望者の画地

が決定した。 

まちづくりルールにつ

いては、H25.11.7（木）

開催予定の臨時総会で

承認を得る予定。 

既存のコミュニティと

の融合を考えて、小野

地域まちづくり協議会

等の地域活動へ参画す

る予定で準備を進めて

いる。 

団地内のコミュニティ

形成促進を図るために

H25.9.8（日）に小野市

民センターで交流会を

実施した。 

高台移転に関するこ

とついては、高台移転

部会で検討している。 

移転エリア・並び画地

等の意向把握のため

のアンケート調査の

結果を基に協議を進

めている。店舗併用希

望者についても調整

を行っている。 

特別名勝松島地域の

景観形成を踏まえた

まちづくりルール、画

地位置の決め方につ

いて、話し合いを進

め、12 月頃より各々

の画地位置を決めて

行く予定。 

各団地ごとに話し合

いを行い、移転地の土

地利用計画を決定し

た。 

画地については、 

月浜団地 (H25.6.21)

話し合い 

→選択・抽選方式 

大浜団地 (H25.6.23)

単純抽選方式 

室浜団地 (H25.6.26)

単純抽選方式 

により、決定した。 

特別名勝松島地域の

景観形成を踏まえた

まちづくりルールに

ついて、各団地ごとに

話し合いを進め、合意

形成された。 

造成完了予定 平成 27年 4月～ 

平成 28年 1月 

(災害公営先行街区:平成 26年 2月中旬) 

平成 26年 6月 平成 26年 6月 平成 28年 7月～ 

平成 29年 1月 

平成 26年 6月 

現在の希望者

数 ※ 

集団移転 253世帯 

災害公営 320世帯 

集団移転 81世帯 

災害公営 40世帯 

集団移転 39世帯 

災害公営 27世帯 

集団移転 252世帯 

災害公営 144世帯 

集団移転 32世帯 

災害公営 23世帯 

現在の計画区

画数 

集団移転 273区画 

災害公営 307区画 

集団移転 87区画 

災害公営 40区画 

集団移転 41区画 

災害公営 27区画 

集団移転 278区画 

災害公営 170区画 

集団移転 34区画 

災害公営 23区画 

事業推進体制 専門部会 

1 宅地・公共施設計画

検討部会 

2 区画決定ルール検討

部会 

3街並み検討部会 

4広報部会 

5研修・イベント部会 

6災害公営住宅部会 

役員会・全体会 役員会・全体会議 専門部会 

1復興部会 

2医療福祉部会 

3産業振興部会 

4教育施設部会 

5高台移転部会(37人) 

専門部会 

月浜部会 

大浜部会 

室浜部会 

里浜部会 

役員構成 会長 1人 

副会長 3人 

理事 26人 

（会計担当含む） 

監事 2人 

会長 1人 

副会長 2人 

理事 6人 

会計 1人 

監事 2人 

会長 1人 

副会長 2人 

理事 4人 

会計 1人 

監事 2人 

会長 1人 

副会長 2人 

幹事 5人 

会計 1人 

監事 2人 

会長 1人 

副会長 2人 

幹事 8人 

会計 1人 

監事 2人 

運営支援 ＮＰＯ都市住宅とまち

づくり研究会 

(株)国際開発コンサル

タンツ 

(株)オオバ (株)国際開発コンサ

ルタンツ 

なし 

※ 希望者数及び計画区画数について、災害公営住宅は１０月２９日現在の数。 
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